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８

14

早い情報で すぐ避難を

学力の向上や津波対策など

平成22年度一般会計予算 52億4500万円

平成21年度
補 正 予 算

特
集 子育て支援など福祉に重点

７人の議員�
が一般質問



水道事業会計

６　特　別　会　計

一 般 会 計

21億6735万円
（10万3200円）

12億円
（5万7100円）

4億2159万円
（2万円）

自
主
財
源

50.9％49.1％

依
存
財
源

みなさんからの
税金

国からもらえ
町が自由に使えるお金

3億6090万円�

（1万7200円）

3億6000万円（1万7100円）

借りるお金

41.3％

22.9％

8.0％

6.9％
町�
�
�
�
　税

1億円（4800円）

1億7502万円（8300円）

2億2786万円（1万900円）

4.3％
1.9
％

3.4％

6.9％

4.4％
町債

繰
越
金

諸
収
入

繰
入
金
ほ
か

2億3228万円（1万1000円）

地�
　方�
　　交
　　　付
　　　　税

国
支
出
金

県
支
出
金

地
方
譲
与
税
ほ
か

ボッケの
　ボーちゃん

収入の内訳は�
どうなっているの？

歳 入

のりのり君

歳 出

どんなことに
使われるの？

29.4％

15.7％

13.4％

12.2％

8.0％

衛 

生 

費

7.3％

7.1％

農林水産業費�
 ほか 民

生

費

総

務

費

費
教

育

公

債

費

費

消
防

土

木

費

15億4249万円
（7万3500円）

お年寄りや児童福祉
保育所の運営など

8億2748万円
（3万9400円）

7億284万円
（3万3500円）

6億3985万円
（3万500円）

国際村や
役場全体の管理など

4億1967万円
（2万円）

3億5690万円
（1万7000円）

ごみ処理や
各種健診など

道路や
公園の整備など

借金の返済

学
校
教
育
や�

　
生
涯
学
習
な
ど

3億8328万円（1万8300円）

3億7249万円（1万7700円）

6.9％

議会が注目する主な事業

子 育 て 支 援 ま ち づ く り交　通　対　策

渡邊善夫町長

お友だちが増えるの？楽しみだな

議会スポット－議題の核心に迫る－

町の発展と福祉の充実に向け

一般会計は�
　52億4500万円でスタート

七ヶ浜丸が船出

認
定
子
ど
も
園
に
補
助

ま
つ
か
ぜ
児
童
保
育
館
を
改
築

新
長
期
総
合
計
画
の
策
定

ぐ
る
り
ん
こ
が
、
さ
ら
に
便
利
に

希
望
に
満
ち
た

22年度予算

町
長
の
施
政
方
針
と
予
算
提
案
理
由

〈抜粋〉

未
来
の
七
ヶ
浜
は
ど
ん
な
姿
に

③ しちがはま議会だより　第104号　平成22年4月15日発行 しちがはま議会だより　第104号　平成22年4月15日発行 ②

　
３
月
定
例
会
は
３
月
４
日
か
ら
12
日
ま
で
９
日
間
の
会
期
で
開
催
し

ま
し
た
。
今
定
例
会
は
平
成
22
年
度
の
予
算
を
中
心
に
、
「
働
く
婦
人

の
家
・
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
を
中
央
公
民
館
」
に
統
合
す
る
条
例
改
正

や
21
年
度
補
正
予
算
な
ど
29
議
案
を
審
議
し
、
す
べ
て
原
案
の
と
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
一
般
質
問
に
は
７
人
が
活
発
な
議
論
を
展
開
し
ま
し
た
。
４
回

目
の
夜
間
議
会
に
は
14
人
の
方
が
傍
聴
し
ま
し
た
。

　
幼
稚
園
と
保
育
所
を
一
体
化
し
た
認
定
こ

ど
も
園
の
施
設
改
修
に
補
助
し
ま
す
。�

　
　
　
１
７
１
５
万
円�

��

　
松
ヶ
浜
小
学
校
区
の
第
三
留
守
家
庭
児
童

保
育
館
を
移
転
、
新
築
し
ま
す
。�

　
　
　
２
７
０
０
万
円

　
平
成
23
年
度
か
ら
32
年
度

ま
で
の
新
長
期
総
合
計
画
と
、

国
土
利
用
計
画
を
定
め
ま
す
。�

　
　
　
　
３
６
３
万
円

　
町
民
バ
ス
「
ぐ
る
り
ん

こ
」
の
運
行
路
線
や
時
間
を

見
直
し
て
、
さ
ら
に
利
用
し

や
す
く
な
り
ま
す
。�

　
　
　
２
７
０
０
万
円

も
あ
る
が
、
22
年
度
も
厳
し

い
財
政
状
況
に
あ
る
。
議
会

と
行
政
課
題
を
共
有
し
な
が

ら
、
「
住
民
の
た
め
に
何
を

す
べ
き
か
」
を
一
緒
に
議
論

し
、
人
と
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
、

未
来
に
希
望
の
も
て
る
ま
ち

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。

�����

　
本
町
の
将
来
を
見
据
え
る

と
、
７
月
か
ら
の
東
北
電
力

㈱
仙
台
火
力
発
電
所
の
稼
動

開
始
や
、
太
陽
光
発
電
所
の

整
備
計
画
な
ど
明
る
い
材
料

　金額は実際の予算額を、千の位
で四捨五入してあります。
　（　）内の数字は、全人口2万
1000人で割った町民一人あたりの
お金です。



町民の声
　
保
育
所
と
幼
稚
園
が

一
緒
の
施
設
で
す
っ
て
。

　
兄
弟
が
一
緒
の
と
こ

ろ
に
預
け
ら
れ
る
の
？

（
菖
蒲
田
浜 

Ｗ
さ
ん
）

定
員
が
50
人
で
す
っ
て
。�

楽
し
み
だ
わ
。

早
く
つ
く
っ
て
ね
。

（
汐
見
台
南 

Ｈ
さ
ん
）

定
員
20
人
を
　
　

50
人
に

町
民
の
声

町民の声
　
避
難
指
示
が
出
た
時
に

ど
こ
ま
で
が
逃
げ
る
範
囲

な
の
か
、
き
ち
ん
と
し
た

線
引
き
が
必
要
だ
と
思
い

ま
す
。
そ
う
い
っ
た
基
礎

作
り
を
一
番
望
み
ま
す
。

  

（
松
ヶ
浜 

Ｋ
さ
ん
）

町民の声
　
通
院
で
よ
く
利
用
し
ま
す
。

　
故
障
な
ど
に
よ
る
長
時
間

の
遅
れ
を
知
ら
せ
る
方
法
を

考
え
て
く
だ
さ
い
。

　
（
松
ヶ
浜 

Ｔ
さ
ん
）�

　
土
日
に
朝
の
便
が
少
な
く
、

孫
の
部
活
動
に
利
用
で
き
な

い
の
が
困
り
ま
す
。

　
（
吉
田
浜 

Ｓ
さ
ん
）

町民の声
　
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
だ
け

を
目
指
す
の
で
は
な
く
、

近
所
と
の
つ
な
が
り
を
大

切
に
し
た
催
し
も
必
要
で

す
。
そ
れ
に
参
加
で
き
る

お
誘
い
を
通
じ
て
、
健
康

づ
く
り
の
お
手
伝
い
を
し

ま
す
。

 

（
汐
見
台 

Ｍ
さ
ん
）

予算審査特別委員会レポート

健康づくり

町民バス

認定こども園

防災指導員

まつかぜ児童館

みなさんに聞きました 予算
審査

健
康
づ
く
り
の
お
手
伝
い

食
事
と
運
動
で

問
　
健
康
づ
く
り
推
進
員
と
は
。 

答
　
健
康
増
進
課
長
　
各
地
区

の
保
健
推
進
員
と
食
生
活
改
善

推
進
員
を
統
合
し
て
、
食
と
運

動
で
住
民
の
総
合
的
な
健
康
づ

く
り
を
支
援
し
、
22
・
23
年
度

は
約
１
０
０
人
の
方
に
お
願
い

す
る
。

問
　
町
民
バ
ス
「
ぐ
る
り
ん
こ
」

の
利
用
状
況
は
。

答
　
政
策
課
長
　
昨
年
８
月
１
日

の
運
行
か
ら
、
現
在
ま
で
の
利
用

者
は
約
４
万
７
０
０
０
人
で
あ
る
。

停
留
所
や
時
刻
表
の
見
直
し
で
利

用
し
や
す
い
バ
ス
の
運
行
に
し
た

い
。

問
　
民
間
の
幼
稚
園
が
運
営
す

る
認
定
こ
ど
も
園
の
設
立
に
向

け
た
動
き
は
。

�

答
　
地
域
福
祉
課
長
　
幼
稚
園

に
保
育
所
が
併
設
さ
れ
る
も
の

だ
が
、
23
年
４
月
の
開
園
に
向

け
予
定
通
り
進
行
し
て
い
る
。

待
機
児
童
解
消
の
た
め
50
人
の

保
育
園
児
の
受
入
れ
を
予
定
し

て
い
る
。

問
　
防
災
指
導
員
を
配
置
す
る

と
あ
る
が
。�

答
　
副
町
長
　
災
害
へ
の
備
え

を
強
化
す
る
た
め
、
各
地
域
の

自
主
防
災
会
に
対
し
指
導
や
助

言
を
行
い
、
防
災
対
策
を
推
進

す
る
も
の
で
あ
る
。
消
防
歴
の

長
い
方
を
１
人
採
用
す
る
。

問
　
ま
つ
か
ぜ
児
童
館
を
改
築

す
る
と
あ
る
が
。�

答
　
地
域
福
祉
課
長
　
子
ど
も

の
居
場
所
づ
く
り
の
た
め
、
新

し
く
松
ヶ
浜
小
学
校
の
校
庭
東

側
に
軽
量
鉄
骨
製
で
建
築
す
る
。

定
員
は
50
人
を
予
定
し
て
い
る
。

　町から提案があった平成22年度の各種
会計予算を審査するため、特別委員会
（千葉志美枝委員長）を設置して３月８
日から12日までの日程で行いました。各
課ごとに説明を受けたあと、質疑・応答
により慎重に審査しました。町民の皆さ
まの声を交えて、主な内容を要約してお
伝えします。 千葉志美枝

委　員　長
大町　睦夫
副委員長

児童保育館の建設予定地

子育てしながら働ける環境を

利用者は順調に増えています
訓練で災害に備える

昨年開催された「わくわくシニアフェスティバル」

⑤ しちがはま議会だより　第104号　平成22年4月15日発行 しちがはま議会だより　第104号　平成22年4月15日発行 ④



賛成14人、反対1人で可決

賛成14人、反対1人で可決

賛成13人、反対2人で可決

全会一致で可決

全会一致で可決

下 水 道 事 業

後期高齢者医療

老　人　保　健 

介　護　保　険

公園墓地事業

会　　計　　名 議　決　の　結　果

各種会計の議決結果は次のとおりです

一　般　会　計

総　　額

下 水 道 事 業

国民健康保険

後期高齢者医療

老　人　保　健 

介　護　保　険

公園墓地事業

特
　 

別
　 

会
　 

計

水 

道 

事 

業

収　益　的

資　本　的

　52億4500万円

　　6億6300万円

　20億4000万円

　60万円

　　　　6130万円

　11億2390万円

　1億3760万円

92億7140万円

5億4627万円

　　5億4277万円

　　　 　　　65万円

　　1億1704万円

9400万円増

5100万円減

736万円減

410万円減

2365万円減

803万円増

1873万円増

3465万円増

1789万円減

2138万円減

65万円減

7707万円減

会　　計　　名 予　 算 　額
増　減　額

前　年　度　比

率（％）

1.8

△7.1

△0.4

△87.2

△27.8

0.7

15.8

 0.4

△3.2

△3.8

△50.1

△39.7

収入

支出

収入

支出

平成２２年度各種会計当初予算額可
決

予算審査特別委員会レポート

討
論

賛

成

反

対

国民健康保険事業

他にも討論がありました

賛

成

反

対

水道事業会計

岡
﨑
正
憲

歌
川
　
渡

賛

成

反

対

一 般 会 計

岡
﨑
正
憲

歌
川
　
渡

糸
久
　
博

歌
川
　
渡

安
全
で
安
心
な
暮
ら
し
を
お
く
る
た
め
に

･･･だから賛成します�
　･･･なので反対します

公
民
分
館
の
耐
震
診
断
に
助
成

６
月
か
ら
子
ど
も
手
当
を
支
給

国
か
ら
の
お
金
で
雇
用
を
創
出

校
舎
の
耐
震
化
を
計
画

松
ヶ
浜
小�

七
ヶ
浜
中

賛
　
成
　
　
鈴
木
　
初
雄

反
　
対
　
　
歌
川
　
　
渡

賛
　
成
　
　
阿
部
　
和
夫

反
　
対
　
　
歌
川
　
　
渡

賛
　
成
　
　
佐
藤
　
梶
信

反
　
対
　
　
歌
川
　
　
渡

役場の耐震化は　済

松小の体育館は　新築

�

　
水
源
を
持
た
な
い
本
町
は
県
と
仙
台
市
か
ら
水

を
購
入
し
独
立
採
算
制
の
経
営
を
行
な
っ
て
い
る
。

水
の
需
要
が
減
少
す
る
中
、
良
質
な
水
の
確
保
と

安
定
し
た
経
営
に
努
め
て
い
る
。

�

　
計
画
的
に
事
業
を
進
め
事
業
債
（
借
金
）
を
活

用
す
れ
ば
過
大
な
積
み
立
て
は
必
要
な
い
。
留
保

資
金
や
有
価
証
券
を
取
り
崩
し
て
水
道
料
金
の
引

下
げ
に
充
当
す
べ
き
で
あ
る
。�

�

議
決
結
果 

賛
成
14
・
反
対
１
で
可
決

�

　
国
保
税
が
減
少
し
療
養
給
付
費
が
増
加
す
る
中

で
、
特
定
保
健
指
導
を
推
進
し
財
政
の
健
全
化
・

強
化
に
向
け
た
努
力
が
み
ら
れ
る
。

�

　
国
保
税
滞
納
者
の
保
険
証
を
取
り
上
げ
、
資
格

証
を
発
行
し
医
療
機
関
へ
の
受
診
を
妨
げ
て
い
る
。

徴
収
の
見
直
し
と
負
担
軽
減
策
を
求
め
る
。�

�

議
決
結
果 

賛
成
14
・
反
対
１
で
可
決

�

　
町
税
を
含
め
た
自
主
財
源
が
８
・
５
％
減
少
す

る
な
ど
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
、
子
育
て
支
援
、

地
域
防
災
強
化
、
広
告
掲
載
事
業
に
よ
る
財
源
確

保
な
ど
の
取
り
組
み
を
評
価
す
る
。

　
住
民
の
要
望
に
沿
っ
た
事
業
も
見
ら
れ
る
が
、

長
期
就
労
の
確
保
、
低
所
得
者
・
困
窮
者
世
帯
へ

の
生
活
安
定
の
た
め
の
保
障
、
居
住
環
境
整
備
な

ど
の
施
策
が
十
分
に
反
映
さ
れ
て
い
な
い
。�

�

議
決
結
果 

賛
成
14
・
反
対
１
で
可
決

下
水
道
事
業
特
別
会
計

介
護
保
険
特
別
会
計

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　昭和56年５月31日以前に建築
された湊浜、花渕浜、代ヶ崎浜、
東宮浜、要害の公民分館が対象
で、診断費用を町が全額負担し
ます。

　海水浴場、国際村、多聞山、
阿川沼周辺整備などの委託事業
や５人の臨時職員を採用するな
ど、雇用確保を目指します。

　６月から支給の子ども手当の
該当者は町内で約2900人。中学
校卒業までの子ども１人に国か
ら1カ月1万3000円が支給されま
す。

⑦ しちがはま議会だより　第104号　平成22年4月15日発行 しちがはま議会だより　第104号　平成22年4月15日発行 ⑥



●心身障がい者医療費の助成条例を一部改正
　　助成対象に「肝機能の障害」を追加

●国際村、指定管理者の指定手続き、個人情報保護、都市計画税等の条例を一部
　改正
　　文言の整理、条文の追加

●国民健康保険税条例を一部改正
　　税の軽減措置を継続する

●職員の給与、勤務時間、休暇等条例を一部改正
　　労働基準法の一部改正による条文の追加

そ
の
他
に
可
決
し
た
議
案

■下水道事業�
借金を低い利息に借換え　4億2848万円
■国民健康保険事業　　　    5594万円
■老人保健事業　　　    　△ 300万円
■公園墓地事業　　　　　　　 220万円
■介護保険事業　　　　　　  1813万円
■後期高齢者医療　　　　　　 364万円�
■水道事業会計�
借金を繰り上げて返済　　1億3165万円

特別会計・水道事業会計

１２８３万円�

７３万円

３０２万円�

�

△６９５万円

３１８万円�

１１１３万円�

△７２３万円�

△９８８万円�

３０２万円

地方交付税（普通交付税）に追加

宮城県バス運行維持対策費補助金　

防災情報通信設備整備事業交付金�

�

児童手当を減額

心身障害者医療助成金へ追加 

公園墓地事業特別会計繰り出し金へ追加

宮城東部衛生処理組合負担金を減額�

松くい虫伐倒駆除委託料などを減額

全国瞬時警報システム設置工事費

補 正 額一　　般　　会　　計

■歳入

■歳出

�
　
　
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ

　
　
ム
と
は
自
治
体
か
ら
住

民
に
ど
の
よ
う
に
伝
え
る
た

め
の
も
の
か
。�

　
　
総
務
課
主
幹
　
津
波
や

　
　
地
震
の
警
報
が
出
る
と
、

役
場
の
パ
ソ
コ
ン
に
１
分
ぐ

ら
い
で
メ
ー
ル
が
届
く
。
住

民
に
は
そ
の
後
に
防
災
無
線

で
知
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。�

�

　
　
町
長
　
気
象
庁
で
は
地

　
　
震
発
生
か
ら
３
分
以
内

で
瞬
時
に
判
断
す
る
。
各
自

治
体
に
は
そ
の
後
10
秒
以
内

に
伝
わ
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
体
験

　
　
ス
テ
イ
事
業
の
内
容
は

ど
の
よ
う
な
も
の
か
。�

�

　
　
地
域
福
祉
課
長

　
　
試
行
的
に
年
間
15
日
を

限
度
に
宿
泊
も
可
能
な
新
規

事
業
で
あ
る
。

　
　
木
造
住
宅
耐
震
改
修
助

　
　
成
補
助
金
を
減
額
し
た

理
由
は
。�

�

　
　
総
務
課
主
幹
　
診
断
は

　
　
し
た
が
改
修
に
多
く
の

費
用
が
か
か
る
た
め
利
用
さ

れ
な
か
っ
た
。

　
　
ゴ
ミ
の
排
出
量
が
減
っ

　
　
た
こ
と
を
広
報
紙
で
知

ら
せ
る
必
要
が
あ
る
と
思
う

が
。�

�

　
　
環
境
生
活
課
長�

　
　
昨
年
同
様
、
今
年
も
広

報
紙
に
掲
載
す
る
予
定
で
あ

る
。

�

賛
成
　
我
妻
周
悦

　
高
い
金
利
の
利
息
負
担
の

軽
減
を
図
り
、
今
後
の
水
道

事
業
経
営
の
安
定
に
つ
な
が

る
こ
と
か
ら
賛
成
す
る
。

反
対
　
歌
川
　
渡

　
積
立
せ
ず
に
料
金
引
き
下

げ
の
た
め
計
画
的
な
資
金
の

取
り
崩
し
を
行
な
う
べ
き
で
、

企
業
債
の
繰
上
げ
償
還
に
反

対
す
る
。

　
３
月
定
例
会
で
は
、
公
民
館
、
奨
学
資

金
貸
し
付
け
や
心
身
障
が
い
者
医
療
費
助

成
等
の
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
議
案
を

審
議
し
質
疑
応
答
の
あ
と
、
す
べ
て
原
案

の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
中
央
公
民
館
に
併
設
さ
れ
て
い
た
「
働
く
婦

人
の
家
」
「
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
」
は
、
４
月

か
ら
年
齢
、
性
別
や
勤
労
の
有
無
な
ど
の
区
別

を
な
く
し
、
「
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て

統
合
さ
れ
ま
す
。
玄
関
、
事
務
所
は
現
在
の
中

央
公
民
館(

南
側)

の
１
カ
所
に
な
り
ま
す
。

　
　
部
屋
を
使
用
す
る
前
に

　
　
冷
暖
房
を
つ
け
る
配
慮

は
で
き
な
い
の
か
。�

�

　
　
生
涯
学
習
課
長�

　
　
利
用
者
の
希
望
に
沿
い

た
い
。�

�

　
　
サ
ー
ビ
ス
精
神
に
欠
け

　
　
る
面
が
あ
る
。
職
員
へ

の
指
導
を
徹
底
す
べ
き
で
は
。�

�

　
　
教
育
長�

　
　
十
分
に
指
導
す
る
。

　
　
現
在
の
貸
付
状
況
と
今

　
　
後
の
見
通
し
は
。�

�

　
　
教
育
総
務
課
長�

　
　
現
在
２
８
０
０
万
円
を

貸
し
付
け
て
い
る
。
経
済
情

勢
を
考
え
る
と
利
用
者
が
増

え
る
と
見
込
ま
れ
る
た
め
増

額
し
た
い
。�

�

　
奨
学
資
金
貸
付
基
金
条
例
を
改
正
し
て
、
４
月

か
ら
基
金
を
１
０
０
０
万
円
か
ら
３
３
０
０
万
円

に
増
額
し
ま
す
。

　平成21年度一般会計予算は、歳入歳出それぞれ3414万円を減額
して、55億3460万円としました。補正の主なものは、松くい虫伐
倒駆除委託料の減額や全国瞬時警報システム設置工事などで、反
対なく原案のとおり可決しました。

答

答

問

問

答 問

質
　
疑

補
正

予
算

答

問

答答

答

問

問

答 問

議案
審議

耐
震
診
断
だ
け
？�

改
修
に
は
至
ら
ず

奨
学
資
金
の
貸
付
枠
を
拡
大

こんなことが決まりました－補正予算・条例などの議案審議－

早
い
情
報
で 

す
ぐ
避
難
を

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
　

災
害
警
報
を
い
ち
早
く
キ
ャ
ッ
チ

お　も　な　内　容

働く婦人の家・勤労青少年ホーム条例を廃止

中央公民館に統合

条例改正

議
決
結
果

　
賛
成
14
　
反
対
１

　
賛
成
多
数
で
可
決

討
　
　
論

水
道
事
業
会
計

この子らの将来のために備えて
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２
月
４
日
、
５
日
の
２
日

間
、
全
国
学
力
調
査
第
１
位

で
あ
る
先
進
地
秋
田
市
と
横

手
市
の
教
育
の
実
態
等
を
視

察
研
修
し
ま
し
た
。
内
容
は

次
の
と
お
り
で
す
。�

●
家
庭
教
育
ノ
ー
ト
の
活
用

　
教
育
委
員
会
と
し
て
特
に

指
導
し
て
い
な
い
が
、
学
校

が
独
自
に
活
用
し
て
い
る
も

　
昨
年
12
月
に
横
浜
市
立
井

土
ヶ
谷
小
学
校
と
埼
玉
県
庁

を
視
察
し
ま
し
た
。
環
境
モ

デ
ル
都
市
で
あ
る
横
浜
市
は
、

小
中
高
等
学
校
に
10
Ｋ
Ｗ
級

の
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
設
置
し
、

二
酸
化
炭
素
の
削
減
と
環
境

保
全
や
環
境
教
育
に
効
果
を

あ
げ
て
い
ま
し
た
。

　
一
方
、
埼
玉
県
庁
で
は
現

在
大
規
模
な
耐
震
補
強
工
事

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
完
成

後
は
鉄
骨
が
む
き
出
し
で
無

機
質
な
外
観
に
な
る
こ
と
か

ら
、
常
緑
の
ツ
ル
性
植
物
を

は
わ
せ
る
こ
と
で
景
観
を
向

上
さ
せ
、
緑
の
創
出
や
温
暖

化
対
策
な
ど
を
来
庁
者
は
じ

め
県
民
に
発
信
す
る
計
画
の

説
明
を
受
け
ま
し
た
。�

　
２
月
に
は
視
察
研
修
の
ま

と
め
を
行
い
、
「
低
炭
素
社

会
の
実
現
に
は
、
各
分
野
に

お
い
て
取
り
組
み
方
は
違
う

も
の
の
、
町
は
省
エ
ネ
対
策

等
の
情
報
発
信
源
と
な
り
、

町
民
意
識
の
高
揚
と
環
境
対

策
の
普
及
促
進
を
図
る
べ
き

で
あ
る
。
」
と
の
結
論
に
達

し
ま
し
た
。

　
今
後
、
委
員
会
で
は
こ
れ

ら
の
内
容
を
盛
り
込
ん
だ
報

告
書
の
作
成
と
併
せ
、
新
た

に
「
災
害
時
の
避
難
路
と
避

難
場
所
の
安
全
確
保
」
を
調

査
事
項
に
加
え
て
継
続
し
て

調
査
し
ま
す
。

の
で
あ
り
、
ノ
ー
ト
を
先
生

が
見
て
い
ろ
い
ろ
と
ア
ド
バ

イ
ス
を
す
る
。
ま
た
家
庭
で

家
族
が
見
る
こ
と
で
学
校
と

家
庭
の
連
携
強
化
に
つ
な
が

り
、
家
庭
学
習
は
も
と
よ
り

学
力
向
上
の
一
助
に
大
い
に

役
立
っ
て
い
る
様
子
で
す
。

●
Ｔ
Ｔ
指
導
・
少
人
数
学
級

　
少
人
数
授
業
は
生
徒
数
を

30
人
以
下
と
し
て
い
る
た
め
、

県
負
担
の
先
生
を
加
配
し
て

き
め
細
か
い
指
導
を
行
い
、

中
学
生
は
専
門
的
な
指
導
を

徹
底
し
て
い
る
。

国
語
力
向
上
モ
デ
ル
事
業

　｢

確
か
な
学
力｣

で
は
、�

①
基
本
的
な
知
識
技
能
の
習

得�②
知
識
技
能
を
活
用
し
た
思

考
力
、
判
断
力
、
表
現
力�

③
学
ぼ
う
と
す
る
力�

の
三
つ
の
要
素
を
と
ら
え
て

取
り
組
ん
だ
結
果
、
向
上
が

見
ら
れ
ま
し
た
。

　
以
上
の
研
修
を
踏
ま
え
本

町
児
童
生
徒
の
学
力
向
上
は

学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体

と
な
る
必
要
性
を
強
く
感
じ

ま
し
た
。

　
議
会
だ
よ
り
の
編
集
技
術

向
上
を
目
指
し
、
１
月
28
、

29
日
岩
手
県
金
ケ
崎
町
議
会

と
盛
岡
市
郊
外
の
杜
陵
高
速

印
刷
㈱
を
視
察
し
ま
し
た
。

『
金
ケ
崎
町
議
会
だ
よ
り
』

は
町
村
議
会
広
報
全
国
コ
ン

ク
ー
ル
で
、
常
時
入
賞
さ
れ

て
い
る
先
進
地
で
す
。
「
見

た
目
で
読
む
気
を
起
こ
さ
せ

る
紙
面
づ
く
り
」
の
工
夫
を

基
本
に
、
町
民
の
声
を
多
く

取
り
入
れ
、
読
み
手
と
の
一

体
化
を
目
指
し
て
、
議
会
の

一
方
通
行
に
な
ら
な
い
議
会

だ
よ
り
の
編
集
を
心
が
け
て

い
ま
す
。

　
杜
陵
高
速
印
刷
㈱
は
会
社

創
立
か
ら
50
年
と
比
較
的
新

し
く
、
従
業
員
も
若
者
の
多

い
会
社
で
す
が
、
最
新
の
印

刷
機
器
を
導
入
し
、
工
場
の

従
業
員
も
礼
儀
正
し
く
大
変

好
感
が
持
て
ま
し
た
。
研
修

で
は
写
真
の
撮
影
ポ
イ
ン
ト
、

カ
ラ
ー
写
真
の
印
刷
技
術
、

高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
す

べ
て
の
読
み
手
に
配
慮
し
た

見
や
す
い
色
調
な
ど
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

　

　
一
昨
年
か
ら
本
町
は
議
会

だ
よ
り
の
先
進
地
と
広
く
認

め
ら
れ
、
県
内
外
か
ら
視
察

が
相
次
ぎ
ま
し
た
。
21
年
度

だ
け
で
も
青
森
か
ら
福
岡
ま

で
、
11
市
町
議
会
が
来
町
さ

れ
ま
し
た
。
私
た
ち
は
七
ヶ

浜
町
を
全
国
に
ア
ピ
ー
ル
で

き
る
良
い
機
会
と
と
ら
え
、

ま
た
研
修
で
行
う
情
報
交
換

に
よ
り
議
会
の
活
性
化
に
も

つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
多
賀
城
市
で
は
観
光
協
会

が
支
援
す
る
観
光
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ガ
イ
ド
が
35
人
い
て
、

多
賀
城
駅
、
国
府
多
賀
城
駅

を
基
点
と
し
た
サ
ー
ビ
ス
に

貢
献
し
て
い
ま
す
。�

　
今
後
も
委
員
会
は
観
光
ル

ー
ト
づ
く
り
の
中
で
、
観
光

客
が
「
七
ヶ
浜
町
に
何
を
求

め
る
の
か
」
「
他
の
地
域
と

違
う
特
色
を
出
す
た
め
に
は

何
が
必
要
な
の
か
」
な
ど
も

検
討
し
調
査
し
て
い
き
ま
す
。

��

　
２
月
３
日
、
多
賀
城
市
の

商
工
観
光
課
に
出
向
き
、
観

光
施
策
の
説
明
を
受
け
ま
し

た
。

　
内
容
は
観
光
ル
ー
ト
づ
く

り
、
観
光
客
誘
致
、
近
隣
市

町
と
の
連
携
の
３
点
で
、
現

在
松
島
に
来
る
観
光
客
を
各

近
隣
に
広
げ
る
た
め
の
ル
ー

ト
づ
く
り
や
、
マ
ッ
プ
の
共

同
作
成
な
ど
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
が
、
今
後
は
七
ヶ
浜

町
と
の
協
力
が
さ
ら
に
必
要

と
考
え
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
12
月
定
例
議
会
か
ら
３
月
定
例
議
会
ま

で
の
期
間
に
行
な
っ
た
各
委
員
会
の
調
査

活
動
を
報
告
し
ま
す
。
方
向
性
が
見
え
て

き
た
も
の
、
さ
ら
に
調
査
が
必
要
な
も
の
、

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
取
り
組
み
ま
す
。

Ｔ・Ｔ指導（Team・Teachingの略）

　授業を進める教師と、生徒の習熟度

などに合わせて個別指導する教師が協

力して授業を行う学習指導システム。

複数の教師がチームで指導にあたるこ

とからＴ・Ｔと称する。

井土ヶ谷小学校の屋上

学習指導の様子を研修

国府多賀城駅の観光案内所

金ケ崎町議会での研修

青森県平内町

埼玉県戸田市

福島県西会津町

栃木県芳賀町
石川県津幡町

福岡県宮若市

群馬県吉岡町

埼玉県宮代町

静岡県長泉町

女川町

松島町

環
境
対
策
の
普
及
促
進
を

委員会レポート－いまの課題を調査します－

先
進
地
の
取
り
組
み
に
学
ぶ

先
進
地
の
取
り
組
み
に
学
ぶ

総務

横
浜
市
立
井
土
ヶ
谷
小
学
校

埼
玉
県
庁

教
育
民
生

家庭教育は

秋田県秋田市・横手市

産
業
建
設

新たな観光ルートを�
目指して

多賀城市を訪問

編
集
技
術
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
伝
授
さ
れ
ま
し
た

議会広報

岩
手
県
金
ケ
崎
町
議
会

盛
岡
市
・
杜
陵
高
速
印
刷
㈱

早寝・早起き・朝ご飯

観
光
客
は
七
ヶ
浜
に

何
を
求
め
て
く
る
の
か

昨年度
　視察を受け入れた
　　全国の市町
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50年前の津波写真①

50
年
前
の
津
波
写
真
②

環境整備を行いました

H20.12

請
願�

 
採
択

公園内遊具補修工事�

湊浜団地排水整備工事

アクアリーナプール機械修繕工事

七ヶ浜国際村舞台ワイヤー等交換工事

亦楽小学校非常階段改修工事

松ヶ浜小・向洋中プール改修工事

下水道汚水管改良工事

予定している主な工事

　実地訓練をすると机上と違

う課題が把握できる。対策本

部と自主防災組織が連携し全

町をあげて訓練する考えは。

　消防署や消防団を中心に指
導体制を整え、避難訓練や防
災資機材を活用し実践的に訓
練をしている。

気象庁からの警報（津波関連）�
�
●津波注意報�
　地震の発生により高いところで0.5ｍ程
度の津波が予想される場合�
●津波警報�
　地震の発生により高いところで２ｍ程度
の津波が予想される場合�
●大津波警報�
　地震の発生により高いところで３ｍ以上
の津波が予想される場合

避難の種類�
�
●避難勧告�
　当該地域に災害が発生する恐れがある場合�
●避難指示�
　状況が悪化し、避難すべき時機が切迫した
場合

　たくさんの問題点が浮かび上
がりました。３月27日には自主
防災会との反省会が開催されま
した。

　でも、指定避難所で確認されたの
は1,172人だけでした。

避難しました

　
ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
平
等
な
支

援
の
た
め
、
父
子
家
庭
に
つ
い
て

も
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
対
象
と

さ
れ
る
よ
う
児
童
扶
養
手
当
法
を

改
正
し
、
父
子
家
庭
と
母
子
家
庭

が
と
も
に
平
等
に
支
援
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
要
望
す
る
も
の

●
中
小
業
者
の
自
家
労
賃
を
必
要
経
費
と
し

て
認
め
る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書
の
採
択
を

求
め
る
請
願

請
願
者

　
塩
釜
民
主
商
工
会
婦
人
部�

　
部
長
代
理
　
久
保
　
恵
美�

紹
介
議
員

　
歌
川
　
渡�

※
総
務
常
任
委
員
会
で
審
査

●
核
兵
器
の
廃
絶
と
恒
久
平
和
実
現
に
関
す

る
意
見
書
の
決
議
に
つ
い
て�

陳
情
者

　
平
和
市
長
会
議�

　
会
　
長
　
広
島
市
長
　
秋
葉
忠
利�

　
副
会
長
　
長
崎
市
長
　
田
上
富
久�

●
プ
ル
サ
ー
マ
ル
計
画
に
対
し
て
宮
城
県
に

慎
重
な
対
応
を
求
め
る
意
見
書
提
出
の
陳
情�

陳
情
者

　
原
発
問
題
住
民
運
動
宮
城
県
連
絡
セ
ン
タ

ー
　
代
表
委
員
　
庄
司
捷
彦�

※
議
員
全
員
に
写
し
を
配
布

　
12
月
定
例
会
で
教
育
民
生
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
「
ひ
と
り
親
に
対
す
る
平
等

な
支
援
を
求
め
る
請
願
」
を
本
会
議
で
採
択
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
意
見
書
を
議
員

提
案
し
、
全
会
一
致
の
可
決
で
衆
参
両
院
議
長
と
内
閣
総
理
大
臣
、
厚
生
労
働
大
臣
、

財
務
大
臣
、
少
子
化
・
男
女
共
同
参
画
担
当
大
臣
に
提
出
し
ま
し
た
。�

　
ま
た
今
定
例
会
に
新
た
に
請
願
１
件
、
陳
情
２
件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
う
ち

請
願
は
総
務
常
任
委
員
会
で
詳
し
く
審
査
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

請
願
者

　
宮
城
県
父
子
の
会
代
表
　
村
上
吉
宣

議
決
結
果

　
反
対
な
く
採
択

　２月27日未明に発生したチリ大地震による津波が28日には日
本に到達しました。本町でも特別警戒本部を設置し「大津波警
報」に備えました。幸い人的被害はありませんでしたが・・・

���������

　
　
15
件
の
う
ち
町
内
業
者

　
　
へ
ど
の
く
ら
い
発
注
す

る
の
か
。

　
　
町
長
　
可
能
な
限
り
発

　
　
注
で
き
な
い
か
、
指
名

委
員
会
で
も
考
え
て
い
る
。

�

　
　
ど
の
公
園
の
遊
具
を
補

　
　
修
す
る
の
か
。

　
　�

　
　
管
理
し
て
い
る
全
部
の

　
　
公
園
で
あ
る
。

������

　
　
湊
浜
側
溝
蓋
の
設
置
は
、

　
　
年
次
計
画
さ
れ
て
い
る

の
か
。�

�

　
　
建
設
課
長
　
残
り
は
３

　
　
カ
年
計
画
で
あ
る
。

�

　
　
ア
ク
ア
リ
ー
ナ
の
設
備

　
　
関
係
の
年
次
計
画
は
。�

�

　
　
町
長
　
機
械
11
カ
所
を

　
　
順
次
に
換
え
て
い
く
。

質
　
疑

答 問答 問

答 問答 問

　2月18日に第１回臨時会を開き、21年度一般会計、下水道事業特別会
計補正予算を審議し原案のとおり可決しました。公園内遊具補修、ア
クアリーナプール機械修繕工事など15件を予定し、これらの事業は22
年度に繰り越して行います。

跡跡追追

津
波
災
害
か
ら�

　
生
命
を
守
る
に
は

津
波
災
害
か
ら�

　
生
命
を
守
る
に
は

質　問

答　弁

避難指示が発令されました

父
子
家
庭
と
母
子
家
庭
が
と
も
に

「
ひ
と
り
親
家
庭
」
と
し
て
平
等
に

支
援
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
な
対
策
を

求
め
る
請
願

追跡レポート－議会の提言がいかされたか－

あの質問はどうなった

２月28日　対象地区約1万3000人に

請願・陳情－みなさんの声を届けました－

ひ
と
り
親
を
平
等
に
支
援
し
て

国
に
意
見
書
を
提
出

■
請
願

■
陳
情

補
正
予
算

臨
時

議
会

国
の
地
域
活
性
化
・
き
め
細

か
な
交
付
金
を
利
用
し
て

８
８
０
０
万
円
を
追
加
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一 般 質 問問町の考えを聞く

改修が必要では・・・

消防団の備えは万全だが

津
波
注
意
報
で
も
す
ぐ
避
難

　
　
松
ヶ
浜
小
築
44
年
、
七

　
　
ヶ
浜
中
築
43
年
を
経
過

し
て
い
る
。
耐
震
工
事
を
行

う
こ
と
に
よ
り
今
後
何
十
年

と
使
用
す
る
こ
と
に
な
る
。

耐
震
工
事
を
行
う
と
同
時
に

国
産
木
材
を
充
分
に
使
い
内

部
の
大
規
模
改
修
を
行
い
、

さ
ら
に
政
府
が
地
球
温
暖
化

対
策
で
奨
励
し
て
い
る
太
陽

光
発
電
を
設
置
し
、
子
ど
も

た
ち
が
な
ぜ
温
暖
化
対
策
が

必
要
か
を
学
ぶ
こ
と
に
も
つ

な
が
る
と
思
う
が
。

　
　
町
長
　
平
成
７
年
の
阪

　
　
神
淡
路
大
震
災
以
後
、

文
部
科
学
省
で
は
必
要
な
耐

震
強
度
を
引
き
上
げ
た
た
め

両
校
の
工
事
が
必
要
に
な
っ

た
。
対
象
と
な
る
建
物
に
強

度
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
建
物
の
軽
量
化
を
図
る

こ
と
が
前
提
で
、
木
材
を
使

用
す
れ
ば
そ
の
材
料
の
荷
重

が
加
わ
り
難
し
い
。
太
陽
光

発
電
を
導
入
す
る
こ
と
も
さ

ら
に
荷
重
が
加
わ
る
こ
と
に

な
り
難
し
い
。

　
　
内
装
材
と
太
陽
光
発
電

　
　
機
器
の
荷
重
オ
ー
バ
ー

ぐ
ら
い
で
難
し
い
な
ら
、
何

百
人
の
児
童
の
安
全
を
考
え

る
と
耐
震
工
事
の
意
味
が
な

い
の
で
は
。

診
断
の
効
果
を
上
げ
て
い
る
。

本
町
の
取
り
組
み
は
。 

　
　
町
長
　
町
内
に
は
統
計

　
　
調
査
に
よ
る
と
１
７
０

０
棟
の
対
象
住
宅
が
あ
る
。

本
町
で
も
ロ
ー
ラ
ー
作
戦
で

取
り
組
む
考
え
で
あ
る
。 

　
　
21
年
度
は
５
棟
、
22
年

　
　
度
は
10
棟
の
予
算
が
組

ま
れ
た
が
、
30
年
以
内
に

99
％
起
こ
り
得
る
地
震
災
害

と
も
な
れ
ば
１
７
０
０
棟
に

は
到
底
追
い
つ
か
な
い
の
で

は
。 

　
　
報
道
機
関
の
ア
ン
ケ
ー

　
　
ト
に
よ
る
と
診
断
を
し

て
も
40
％
は
直
す
気
が
な
い

と
い
う
デ
ー
タ
が
出
て
お
り
、

全
部
が
耐
震
診
断
を
し
工
事

を
す
る
か
と
い
う
と
難
し
い
。

広
報
で
啓
発
し
た
い
。

　
　
町
内
に
は
昭
和
56
年
５

　
　
月
以
前
の
木
造
建
築
物

が
数
千
戸
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

地
震
が
起
き
た
場
合
、
全
戸

が
倒
壊
の
危
険
が
あ
る
と
は

限
ら
な
い
が
耐
震
診
断
を
し

て
補
強
が
必
要
で
あ
る
。
今

年
度
の
予
算
で
前
年
度
の
倍

以
上
の
予
算
が
見
込
ま
れ
た
。

他
市
町
村
で
は
行
政
と
診
断

士
が
同
行
し
、
診
断
が
な
ぜ

必
要
か
、
住
宅
の
ど
の
部
分

を
調
査
す
る
の
か
を
説
明
し

答

問

問問

問 　
　
大
学
教
授
な
ど
に
よ
る

　
　
学
校
施
設
耐
震
補
強
方

策
検
討
委
員
会
の
結
論
は
ま

だ
で
あ
る
が
、
補
強
コ
ス
ト

増
加
と
安
全
性
を
考
え
る
と

難
し
い
。

答答

答

　
　
南
米
の
チ
リ
で
大
地
震

　
　
が
発
生
し
、
２
月
28
日

午
前
９
時
33
分
に
高
さ
３
ｍ

以
上
が
予
想
さ
れ
る
大
津
波

警
報
が
発
令
さ
れ
た
。
町
は

ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
の
か
。 

�

　
　
町
長
　
直
ち
に
特
別
警

　
　
戒
本
部
を
立
ち
上
げ
て

防
災
無
線
で
海
岸
部
の
住
民

に
高
台
へ
の
避
難
を
呼
び
か

け
た
。
ま
た
、
道
路
の
一
部

を
通
行
止
め
と
し
住
民
の
安

全
確
保
に
努
め
た
。�

�

　
　
今
回
の
津
波
で
は
避
難

　
　
の
あ
り
方
が
各
地
で
問

題
に
な
っ
た
。
本
町
の
実
態

は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
。 �

�

　
　
指
定
さ
れ
た
避
難
所
へ

　
　
避
難
し
た
人
は
最
も
多

い
時
で
１
割
だ
が
、
別
の
場

所
へ
向
か
っ
た
人
も
い
た
。

今
後
の
課
題
と
し
た
い
。 �

�

　
　
町
内
で
被
害
は
な
か
っ

　
　
た
の
か
。 

　
　
町
長
　
人
や
建
物
被
害

　
　
は
な
か
っ
た
が
、
主
に

吉
田
浜
で
の
り
養
殖
に
大
き

な
被
害
が
発
生
し
た
。
救
済

策
を
検
討
し
て
い
る
。 

　
　
50
年
前
の
チ
リ
地
震
津

　
　
波
が
忘
れ
ら
れ
よ
う
と

し
て
い
る
。
伝
え
て
い
く
考

え
は
。 

　
　
当
時
の
写
真
を
広
報
紙

　
　
に
掲
載
し
、
意
識
の
高

揚
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

�
　
　
予
想
さ
れ
る
宮
城
県
沖

　
　
地
震
に
備
え
る
対
策
は
。 

　
　
自
主
防
災
会
な
ど
と
協

　
　
議
す
る
が
、
基
本
の

「
自
分
の
命
は
自
分
で
守

る
」
と
い
う
意
識
の
啓
発
に

努
め
た
い
。

�

�������������

　
　
地
震
・
津
波
の
自
然
災

　
　
害
に
備
え
各
地
区
が
自

主
防
災
組
織
を
立
ち
上
げ
た

が
、
今
回
の
津
波
で
は
訓
練

が
生
か
さ
れ
た
の
か
。 

　
　
町
長
　
高
台
へ
の
避
難

　
　
は
あ
る
程
度
生
か
さ
れ

た
が
、
想
定
外
の
こ
と
も
起

き
混
乱
し
た
地
区
も
あ
っ
た
。 

　
　
災
害
へ
の
関
心
は
高
い

　
　
が
自
分
の
身
に
起
こ
る

こ
と
へ
の
意
識
は
低
い
。
今

後
ど
の
よ
う
に
意
識
の
啓
発

を
行
う
の
か
。 

　
　
防
災
会
長
の
避
難
指
示

　
　
に
応
じ
な
い
家
庭
も
あ

っ
た
。
学
校
・
地
域
・
家
庭

で
話
し
合
い
、
危
険
を
認
識

し
合
う
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

　
　
消
防
分
団
と
自
主
防
災

　
　
組
織
の
情
報
伝
達
や
連

携
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。 

　
　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　
　
が
不
足
し
て
い
た
と
思

う
。
有
事
の
際
の
か
か
わ
り

を
さ
ら
に
強
め
る
必
要
が
あ

る
。
地
区
に
よ
っ
て
は
情
報

の
一
元
化
を
図
り
幹
部
が
会

議
を
開
い
て
行
動
し
て
い
る
。 

　
　
若
者
の
関
心
が
低
い
と

　
　
言
わ
れ
て
い
る
が
、
減

災
行
動
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え

る
実
践
的
な
防
災
知
識
の
提

供
が
必
要
と
思
う
が
。 

�

　
　
地
震
の
揺
れ
を
起
こ
す

　
　
車
に
よ
る
体
験
訓
練
を

行
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
が
、

そ
れ
を
含
め
反
省
会
で
話
し

合
う
。 

　
　
あ
る
地
域
で
は
、
要
支

　
　
援
者
な
ど
を
誘
導
し
避

難
を
手
伝
う
自
主
防
災
組
織

の
会
員
が
、
指
示
が
出
る
と

判
断
し
自
宅
待
機
し
て
い
た
。

今
後
役
割
の
認
識
を
指
導
す

る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。

　
　
反
省
し
今
後
の
対
応
に

　
　
生
か
し
た
い
。 

　
　
図
書
セ
ン
タ
ー
の
入
れ

　
　
替
え
た
本
を
利
用
し
、

特
に
子
ど
も
向
け
を
有
効
に

活
用
し
て
心
の
ケ
ア
に
役
立

て
る
こ
と
が
必
要
と
思
う
が
。 

　
　
避
難
住
民
の
ス
ト
レ
ス

　
　
解
消
の
対
策
と
し
て
考

え
ら
れ
る
方
法
の
一
つ
で
あ

る
。
計
画
的
に
準
備
し
て
お

く
べ
き
か
を
各
地
区
防
災
組

織
で
検
証
し
て
ほ
し
い
。
町

も
可
能
な
か
ぎ
り
協
力
し
て

い
き
た
い
。

問

問問答

問答

答

答問答

問答

問答

問問 答 問答

問答 答

糸久　博　議員

梅津　榮一　議員

鈴木　勝美　議員

国
産
木
材
と
太
陽
光
発
電
の
活
用
を 

荷
重
が
増
え
る
の
で
難
し
い

耐
震
診
断
の
普
及
啓
発
は  

ロ
ー
ラ
ー
作
戦
で
取
り
組
む

今回を教訓としたい

津波対策を急げ

避
難
対
策
は
実
践
さ
れ
た
の
か

反
省
を
今
後
に
生
か
す

⑮　しちがはま議会だより　第104号　平成22年4月15日発行  しちがはま議会だより　第104号　平成22年4月15日発行 ⑭



一 般 質 問問町の考えを聞く

画面がきれいに・・・

充実した貸付制度に

予
習
・
復
習
も
し
っ
か
り
と 

　
　
本
町
に
は
家
計
が
苦
し

　
　
い
家
庭
の
進
学
を
支
援

す
る
た
め
に
、
奨
学
資
金
の

貸
付
事
業
が
あ
る
。
現
在
の

厳
し
い
経
済
状
況
を
ふ
ま
え

て
、
専
門
学
校
生
や
大
学
院

生
ま
で
対
象
を
拡
大
し
、
入

学
金
に
充
て
る
た
め
の
準
備

金
制
度
を
設
け
る
考
え
は
な

い
か
。�

　
　
教
育
長
　
現
在
の
基
金

　
　
額
２
８
０
０
万
円
に
新

年
度
予
算
で
５
０
０
万
円
増

額
し
た
。
現
在
利
用
者
は
高

校
生
９
人
、
大
学
生
13
人
。

新
年
度
に
利
用
者
が
さ
ら
に

増
え
れ
ば
現
在
の
貸
付
者
で

余
裕
が
な
い
。
対
象
拡
大
と

入
学
準
備
金
の
実
施
の
考
え

は
な
い
。

　
　
町
長
　
広
域
水
道
で
の

　
　
影
響
額
は
受
水
量
ベ
ー 

ス
で
年
１
５
０
０
万
円
、
企

業
債
繰
上
げ
償
還
で
の
利
子

軽
減
額
６
５
０
万
円
と
な
っ

た
。
事
業
経
営
は
良
好
と
言

え
る
が
、
実
態
は
高
料
金
対

策
補
助
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ

て
い
る
。
引
き
下
げ
を
実
施

す
る
と
留
保
資
金
は
10
年
ぐ

ら
い
で
使
い
切
る
こ
と
に
な

り
、
そ
の
後
は
料
金
を
引
き

上
げ
る
こ
と
に
な
る
。
今
後
、

施
設
整
備
（
送
・
配
水
管
更

新
）
費
用
の
検
討
、
水
需
要

の
伸
び
悩
み
に
よ
る
料
金
収

入
の
低
迷
、
高
料
金
対
策
補

助
に
頼
っ
た
収
支
の
不
安
定

さ
を
考
え
る
と
引
き
下
げ
は

難
し
い
。

　
　
企
業
債
の
借
り
換
え
や

　
　
繰
り
上
げ
償
還
等
を
行

い
返
済
計
画
以
上
の
償
還
を

し
て
き
て
い
る
。
今
回
、
仙

南
仙
塩
広
域
水
道
の
料
金
が

引
き
下
げ
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

現
金
、
預
金
な
ど
の
留
保
資

金
を
充
当
し
、
使
用
料
金
を

軽
減
す
る
考
え
は
な
い
か
。�

�

　
　
町
長
　
公
費
で
実
施
し

　
　
て
い
る
の
は
全
国
で
20

自
治
体
、
県
内
で
は
な
い
。

厚
生
労
働
省
で
は
、
ワ
ク
チ

ン
の
有
効
性
と
副
作
用
の
リ

ス
ク
を
考
え
、
積
極
的
に
は

推
奨
し
て
い
な
い
。
子
ど
も

へ
の
安
全
安
心
な
予
防
接
種

の
推
進
を
考
え
、
国
や
県
内

市
町
村
の
動
向
を
見
極
め
、

慎
重
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
一
昨
年
12
月
か
ら
子
ど

　
　
も
の
細
菌
性
髄
膜
炎
の

原
因
菌
の
一
つ
に
対
す
る
ヒ

ブ
ワ
ク
チ
ン
（
Ｈ
Ｉ
Ｂ
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
Ｂ
型
菌
）
の
一

般
接
種
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
。
年
齢
に
応
じ
て
１
回

か
ら
４
回
の
接
種
が
必
要
で
、

１
回
８
０
０
０
円
か
ら
９
０

０
０
円
の
費
用
が
か
か
る
。

そ
の
た
め
、
希
望
し
て
も
接

種
で
き
な
い
世
帯
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
費
用
の
一
部
助
成

を
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答

答

答

問

問

問

さ
い
き
ん
せ
い
ず
い
ま
く
え
ん

　
　

　
　
教
育
長
　
22
年
度
の
全

　
　
国
学
力
テ
ス
ト
は
抽
出

さ
れ
た
中
か
ら
、
希
望
す
る

学
校
が
実
施
す
る
事
業
で
あ

る
。
本
町
で
は
小
中
学
校
５

校
の
う
ち
３
校
が
抽
出
さ
れ
、

町
と
教
育
委
員
会
が
協
議
し

参
加
す
る
こ
と
に
し
た
。
抽

出
に
外
れ
た
２
校
は
学
校
か

ら
の
強
い
要
望
で
、
文
科
省

か
ら
調
査
用
紙
を
入
手
し
独

自
に
実
施
す
る
こ
と
に
し
た
。

23
年
度
以
降
は
抽
出
方
式
で

継
続
す
る
の
か
、
廃
止
に
な

る
の
か
、
明
確
な
方
針
が
決

ま
っ
て
い
な
い
。
教
育
委
員

会
で
は
文
科
省
の
動
向
を
注

視
し
対
応
し
て
い
く
。

�

　
　
テ
ス
ト
の
集
計
と
分
析

　
　
の
方
法
は
。 

　
　
抽
出
の
３
校
は
文
科
省

　
　
か
ら
分
析
結
果
が
来
る

が
、
抽
出
さ
れ
な
い
２
校
は

各
学
校
で
採
点
し
て
解
答
分

析
を
す
る
。

　
　
全
国
学
力
・
学
習
状
況

　
　
調
査
（
全
国
学
力
テ
ス

ト
）
は
小
学
６
年
と
中
学
３

年
の
全
員
を
対
象
に
２
０
０

７
年
か
ら
実
施
さ
れ
た
。
文

部
科
学
省
（
文
科
省
）
は
22

年
度
、
全
校
参
加
方
式
か
ら

抽
出
方
法
へ
の
移
行
を
決
め

た
。
22
年
度
は
４
月
20
日
実

施
の
予
定
で
あ
る
。
町
の
今

後
の
対
応
は
。 

　
　
今
後
廃
棄
が
予
想
さ
れ

　
　
る
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
の

不
法
投
棄
対
策
は
。

　
　
環
境
美
化
推
進
員
に
よ

　
　
る
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
等

で
不
法
投
棄
防
止
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
パ

ト
ロ
ー
ル
の
強
化
、
町
広
報

紙
に
よ
る
啓
発
、
住
民
に
よ

る
見
守
り
活
動
を
考
え
て
い

る
。

テ
ナ
改
修
な
ど
を
行
っ
て
い

る
の
で
、
町
で
は
独
自
の
支

援
は
考
え
て
い
な
い
。

　
　
悪
質
商
法
へ
の
対
策
は
。 

　
　
工
事
を
装
っ
た
詐
欺
や

　
　
公
的
機
関
と
称
し
て
、

架
空
請
求
や
勧
誘
の
文
書
が

届
い
た
な
ど
悪
質
商
法
の
情

報
が
関
係
機
関
に
寄
せ
ら
れ

て
い
る
。
町
で
は
情
報
収
集

に
努
め
、
悪
質
商
法
の
排
除

に
向
け
て
消
費
生
活
相
談
員

と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い

く
。

　
　
来
年
７
月
に
切
り
替
わ

　
　
る
テ
レ
ビ
の
地
上
デ
ジ

タ
ル
放
送
に
向
け
て
、
高
齢

者
、
障
が
い
者
へ
の
き
め
細

や
か
な
周
知
や
支
援
対
策
は
。 

　
　
町
長
　
21
年
10
月
に
高

　
　
齢
者
を
対
象
に
、
３
日

間
９
地
区
の
公
民
分
館
で
、

総
務
省
宮
城
県
テ
レ
ビ
受
信

支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
説
明

会
が
開
催
さ
れ
た
。
町
で
は

該
当
世
帯
に
対
し
て
相
談
窓

口
の
対
応
を
始
め
、
町
広
報

紙
で
地
デ
ジ
放
送
に
関
す
る

こ
と
を
掲
載
し
て
広
報
活
動

に
協
力
し
て
い
る
。 

　
　
低
所
得
者
へ
の
対
策
は
。 

　
　
総
務
省
で
は
、
生
活
保

　
　
護
世
帯
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信

料
が
全
額
免
除
さ
れ
る
障
が

い
者
が
い
る
世
帯
で
、
全
員

が
町
民
税
非
課
税
に
な
る
世

帯
に
対
し
て
、
支
援
を
考
え

て
い
る
。
チ
ュ
ー
ナ
ー
が
必

要
と
さ
れ
る
住
宅
に
室
内
ア

ン
テ
ナ
の
無
償
給
付
や
ア
ン

問答問答

問

問

答

答

問

問

答

答

鈴木　初雄　議員歌川　　渡　議員

水
道
料
金
の
引
き
下
げ
を

経
営
を
考
え
る
と
難
し
い

全
国
学
力
テ
ス
ト
へ
の
対
応
は

文
部
科
学
省
の
動
向
を
見
て
い
く

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
に
助
成
を 

慎
重
に
検
討
し
た
い

地
デ
ジ
放
送
の
移
行
に
支
援
を

低
所
得
者
に
国
の
支
援
策
が
あ
る

奨学資金貸付拡大は 
新たな事業実施の考えはない

⑰　しちがはま議会だより　第104号　平成22年4月15日発行  しちがはま議会だより　第104号　平成22年4月15日発行 ⑯



一 般 質 問問町の考えを聞く

赤ちゃんの成長を

ワクチン接種で命を守ろう

　
　
育
児
家
事
支
援
員
（
ホ

　
　
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
）
の
派

遣
事
業
が
20
年
４
月
か
ら
実

施
さ
れ
て
い
る
。
出
産
後
の

大
切
な
時
期
に
対
応
し
た
育

児
支
援
と
し
て
、
現
在
の
よ

う
な
核
家
族
化
さ
れ
た
若
い

世
代
に
は
貴
重
な
制
度
で
あ

る
。
特
に
育
児
や
家
事
に
対

し
て
不
安
や
困
難
を
か
か
え

る
こ
と
も
あ
り
う
る
若
い
世

帯
や
母
親
に
と
っ
て
は
利
用

価
値
の
あ
る
も
の
と
考
え
る
。

事
業
と
し
て
の
目
的
は
。�

　
　
町
長
　
子
育
て
に
は
一

　
　
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
が

健
や
か
に
育
つ
よ
う
に
、
家

族
や
地
域
に
囲
ま
れ
た
環
境

が
望
ま
れ
る
。
養
育
に
支
援

が
必
要
な
家
庭
を
支
援
員
が

訪
問
し
、
健
や
か
な
子
ど
も

の
育
成
の
手
助
け
を
す
る
の

が
目
的
で
あ
る
。
出
産
後
１

カ
月
以
内
の
方
を
対
象
と
し

て
、
最
大
17
日
で
１
日
４
時

間
以
内
を
原
則
に
派
遣
す
る
。�

　
　
利
用
状
況
と
支
援
世
帯

　
　
の
費
用
負
担
の
現
状
は
。 

　
　
助
産
師
や
保
健
師
の
個

　
　
別
訪
問
で
支
援
し
て
き

た
が
、
本
事
業
の
実
績
は
な

い
。
３
月
に
１
件
の
利
用
申

請
が
あ
り
、
４
月
、
７
月
に

も
利
用
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

費
用
は
生
活
保
護
世
帯
が
無

料
、
他
は
３
割
負
担
で
１
時

間
あ
た
り
４
５
０
円
で
あ
る
。 

　
　
支
援
に
あ
た
る
指
定
事

　
　
業
者
と
ヘ
ル
パ
ー
要
員

の
確
保
状
況
は
。�

　
　
指
定
事
業
者
と
し
て
町

　
　
内
の
介
護
ヘ
ル
パ
ー
事

業
者
と
契
約
し
て
い
る
。
10

人
を
確
保
し
必
要
に
応
じ
派

遣
で
き
る
体
制
に
あ
る
。�

　
　
ヘ
ル
パ
ー
の
資
格
等
は

　
　
必
要
か
。

　
　
健
康
増
進
課
長
　
必
要

　
　
は
な
い
が
、
介
護
資
格

２
級
で
、
子
育
て
に
豊
富
な

援
を
す
る
こ
と
で
あ
る
。
育

児
や
家
事
の
状
況
に
よ
っ
て

は
１
カ
月
の
延
長
が
で
き
る

よ
う
に
し
て
い
る
。�

�

　
　
１
カ
月
延
長
し
て
も
本

　
　
町
の
一
時
保
育
が
で
き

る
１
歳
に
な
る
ま
で
の
期
間

が
空
白
と
な
る
。
先
進
地
で

は
小
学
校
低
学
年
児
童
の
家

庭
ま
で
と
い
う
例
も
あ
る
が
、

せ
め
て
１
歳
に
な
る
ま
で
の

延
長
は
で
き
な
い
の
か
。

　
　
残
念
な
が
ら
運
用
実
績

　
　
が
な
い
現
状
な
の
で
、

今
後
の
実
績
と
経
験
に
よ
り

修
正
等
を
検
討
し
た
い
。
今

後
も
保
健
師
な
ど
に
よ
る
家

庭
訪
問
や
相
談
を
実
施
し
て
、

次
世
代
の
七
ヶ
浜
を
担
う
子

ど
も
た
ち
が
心
身
と
も
に
健

や
か
に
育
つ
よ
う
子
育
て
支

援
事
業
を
推
進
し
た
い
。

経
験
を
持
っ
て
い
る
方
を
採

用
し
て
い
る
。 

　
　
対
象
と
す
る
期
間
の
延

　
　
長
を
含
め
た
利
用
拡
大

の
方
向
性
は
。

　
　
町
長
　
子
育
て
は
父
母

　
　
を
中
心
と
し
た
家
族
が

行
う
こ
と
が
基
本
で
、
行
政

は
家
族
が
子
育
て
に
喜
び
を

感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
支

答 問

問問 答問答答 　
　

と
考
え
、
22
年
度
も
継
続
し

て
実
施
す
る
。

　
　
日
本
対
が
ん
協
会
が
示

　
　
し
た
全
国
調
査
に
よ
る

と
、
検
診
受
診
者
数
は
乳
が

ん
が
14
％
増
、
子
宮
頸
が
ん

が
９
％
増
と
、
無
料
ク
ー
ポ

ン
券
の
効
果
が
伸
び
に
つ
な

が
っ
た
と
あ
る
が
本
町
で
は

ど
う
で
あ
っ
た
の
か
。

�

　
　
受
診
率
は
21
％
で
あ
っ

　
　
た
。
21
年
度
分
の
比
較

検
討
は
こ
れ
か
ら
で
あ
る
が
、

　
　
一
定
年
齢
の
女
性
を
対

　
　
象
に
し
た
乳
が
ん
・
子

宮
頸
が
ん
の
「
無
料
ク
ー
ポ

ン
券
」
の
配
布
は
、
全
額
国

の
補
助
金
で
昨
年
か
ら
実
施

さ
れ
て
き
た
。
22
年
度
予
算

は
大
幅
に
減
額
さ
れ
町
の
負

担
が
求
め
ら
れ
る
が
、
事
業

の
継
続
は
可
能
な
の
か
。

　
　
町
の
負
担
は
増
え
る
が
、

　
　
が
ん
の
早
期
発
見
、
早

期
治
療
を
図
り
町
民
の
命
を

守
る
た
め
に
も
必
要
な
事
業

　
　
接
種
に
は
多
額
の
費
用

　
　
が
か
か
る
。
国
の
全
額

補
助
だ
っ
た
子
宮
頸
が
ん
検

診
料
が
、
22
年
度
は
国
と
市

町
村
が
２
分
の
１
ず
つ
負
担

す
る
こ
と
に
な
る
た
め
厳
し

い
も
の
が
あ
る
。

　
　
住
民
の
健
康
を
守
る
た

　
　
め
に
も
医
師
会
に
対
す

る
早
急
な
接
種
体
制
の
整
備

や
県
、
国
へ
の
財
政
支
援
の

申
し
入
れ
を
ど
の
よ
う
に
行

う
の
か
。�

�

　
　
宮
城
黒
川
地
方
町
村
会

　
　
や
県
町
村
会
で
話
題
を

提
供
し
て
い
き
た
い
。

　
　
町
長
　
ワ
ク
チ
ン
接
種

　
　
は
10
歳
以
上
の
女
性
が

対
象
と
な
る
が
、
宮
城
県
医

師
会
に
よ
る
と
県
内
医
療
機

関
で
は
ま
だ
常
時
接
種
で
き

る
状
態
に
は
な
っ
て
い
な
い
。

厚
労
省
で
も
承
認
は
し
た
が
、

国
民
に
接
種
を
奨
励
し
て
い

る
段
階
で
は
な
い
。
今
後
国

や
県
内
市
町
村
の
動
向
、
医

療
機
関
の
接
種
体
制
等
の
情

報
を
収
集
し
公
費
助
成
の
あ

り
方
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
子
宮
頸
が
ん
は
ワ
ク
チ

　
　
ン
接
種
が
有
効
で
「
予

防
で
き
る
唯
一
の
が
ん
」
と

さ
れ
て
い
る
。
22
年
度
に
増

額
と
な
っ
た
地
方
交
付
金
を

充
て
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
子
宮
頸
が
ん
は
若
い
女

　
　
性
に
増
え
つ
づ
け
毎
年

約
３
５
０
０
人
が
亡
く
な
る

と
推
計
さ
れ
て
い
る
。
主
な

原
因
は
性
行
為
に
よ
っ
て
感

染
す
る
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ

イ
ル
ス(
Ｈ
Ｐ
Ｖ)

で
あ
り
、

最
近
は
20
代
、
30
代
の
若
い

女
性
に
か
か
る
人
が
増
加
し

て
い
る
。
感
染
を
予
防
す
る

ワ
ク
チ
ン
が
日
本
で
も
昨
年

10
月
に
承
認
さ
れ
販
売
が
開

始
さ
れ
た
。
ワ
ク
チ
ン
接
種

は
３
回
必
要
で
５
万
円
程
度

の
費
用
が
か
か
る
が
、
公
費

助
成
で
負
担
を
軽
減
す
る
考

え
は
な
い
か
。 

問

問

答

問

答

答

問

問答

問答

22
年
度
は
健
康
づ
く
り
推
進

員
に
強
く
協
力
を
求
め
て
検

診
率
を
上
げ
た
い
。

問答

答

千葉志美枝　議員岡　　正憲　議員

子
宮
頸
が
ん
予
防
接
種
に
助
成
を

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
の
継
続
は
可
能
か

国
や
市
町
村
の
動
向
を
み
て
検
討

育児家事支援ホームヘルパーの利用拡大は
実績をふまえて検討したい

け
い

⑲　しちがはま議会だより　第104号　平成22年4月15日発行  しちがはま議会だより　第104号　平成22年4月15日発行 ⑱



編
集
後
記

議会を監視するのはみなさんです。
－次の定例会は、６月９日開会予定です－

面倒な手続はございません。どなたでも気軽に傍聴することができます。ぜひお越しください
詳しくは議会事務局まで。　　３５７-７４３５

または、町ホームページ「町民便利帳」をご覧ください。 http://www.shichigahama.com

４回目の夜間議会

　私たちの町でも夜間議会が開かれ、私も４回傍

聴させていただきました。１回目の時は大勢の人

で隣の部屋も使用するほどでした。ところが２、

３回と傍聴する人も少なくなっていきました。

　このことは議会の持ち方に何らかの問題がある

のでしょうか？それとも何かが足りないのでしょ

うか？皆さんは自分で選んだ議員さんが、議会で

一生懸命質問している姿を見たいと思いませ

んか？�

　私たちの生活に一番密着していることが多いの

で、働いている皆さんにも一度夜の議会を傍聴し

ていただきたいものです。

20

　

���

●
松
ヶ
浜
小
学
校
の
体
育
館

が
新
築
落
成
し
、
第
１
号
の

卒
業
式
は
厳
粛
な
中
に
も
、

晴
れ
や
か
な
大
変
素
晴
ら
し

い
式
典
で
し
た
。�

●
町
民
の
皆
様
に
議
会
傍
聴

の
機
会
を
と
考
え
、
夜
間
議

会
を
１
年
間
試
行
し
ま
し
た
。

大
勢
の
皆
様
に
傍
聴
し
て
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
ご
感
想
は
い
か
が

で
し
た
で
し
ょ
う
か
。�

�

　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
勝
美

�

議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

　
議
　
　
長
　
阿
部
　
慶
也

　
委 

員 

長
　
梅
津
　
榮
一

　
副
委
員
長
　
岡
﨑
　
正
憲

　
委
　
　
員
　
鈴
木
　
初
雄

　
　
　
　
　
　
糸
久
　
　
博

　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
勝
美

　
　
　
　
　
　
千
葉
志
美
枝

　町民の皆さんからお寄せいただいたご意見、
ご要望などを紹介いたします。
どしどしお寄せ下さい。お待ちしております。

　平成2１年度の町村議会広報全国コンクール

（全国町村議会議長会主催）で、この『しちがは

ま議会だより』が「奨励賞」に選ばれ、３年連続

の入賞を果たしました。さらに今年は宮城県町村

議会の広報選考会でも「入選」を獲得し、ダブル

受賞となりました。これは平成５年に次ぐ１７年

ぶり２度目のことです。

　全国的には紙面がフルカラーになるなど、年々

レベルアップする中で今回は昨年を下回る結果と

なりましたが、この結果に満足せず上位入賞を目

標にがんばります。そして何よりも皆さまに親し

まれ、多くの方に読んでいただける議会だよりの

発行に努めます。　

　今年度の定例議会の開会予定日をお知らせし
ます。ご家庭に配布の「七ヶ浜ライフカレンダ
ー」や町のホームページでもお知らせしており
ます。

平成22年度定例議会開会予定日

６月定例会　平成22年６月９日(水)一般質問など
９月定例会　平成22年９月２日(木)決算審査など�
12月定例会　平成22年12月８日(水)一般質問など
３月定例会　平成23年３月３日(木)予算審査など

●
発
行
／
宮
城
県
七
ヶ
浜
町
議
会
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
〒
985-8577 宮

城
県
七
ヶ
浜
町
東
宮
浜
字
丑
谷
辺
５
－
１

●
編
集
／
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
　

　
　
　
　
　
　
　
　
TEL 022-357-7435　

FAX022-357-5744

し
ち
が
は
ま

議
会
だ
よ
り

No.104

町民の声
鈴木　洋子 さん

（花渕浜）

今年は奨励賞を受賞


